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1 は じ め に
こうず
富山県五箇山地方楮地区（＝同県南砺市楮）の老年層の方言（以下“楮老年層方言”）1）では，次の場合，原則と
して，動詞派生接尾辞 −jar− ないし −（j）aQsar−2）を動詞語幹に後接させる3）。
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Abstract : Basically, old speakers of Kouzu（a community of Gokayama area, Toyama prefecture）dialect
attach a derivational verb suffix −jar− or −（j）aQsar− to a verb stem in the following case.
（1）a. A nominative argument is not the first person ;
b. and a speaker’s superior.
Considering（1）, we can characterize −jar− and −（j）aQsar− as honorific. But they also attach the latter to
a verb stem when a nominative argument is a speaker’s equal. Accordingly to characterize −jar− as honor-
ific is only partially correct.
So this paper makes the following questions clear.
［Main question］ What is derivational verb suffix −jar− which old speakers of Kouzu dialect use?
── It represents the relation between a speaker and nominative argument. However
we must distinguish −jar1− used for speaker’s equals from −jar2− used for speaker’s
superiors.
［Sub−question 1］Can we distinguish −jar1− from −jar2− by their formal characteristics?（§2）
── Yes, we can. −jar− in（20）is −jar1− and −jar− in（21）is −jar2−, certainly.
［Sub−question 2］What does −jar1− mean?（§3）






































［副問 1］−jar1− と −jar2− は形式の面から区別できるか。
2. 1 子音動詞語幹に後接する −ijar−




2. 2 動詞語幹複合語に含まれる −jar−
動詞語幹語（＝動詞語幹を基幹とする語）同士の複合語6）は，−jar1−/−jar2− を判別するのに良い環境である。
───────────────────────────────────────────
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（5） a．｛次郎／#ごぼさま｝＝が ［V［VSW1 kak−jar−i］＋［VSW2 das−edo］］
書き出すけど
b．｛#次郎／ごぼさま｝＝が ［V［VSW1 kak−i］＋［VSW2 das−jar−edo］］
書き出しなさるけど
c．｛#次郎／ごぼさま｝＝が ［V［VSW1 kak−jar−i］＋［VSW2 das−jar−edo］］
書き出しなさるけど
（6） a．｛次郎／#ごぼさま｝＝わ ［N［VSW1 kak−jar−i］＋［VSW2 sugi− ］］＝zja.
書き過ぎだ
b．*｛次郎／ごぼさま｝＝わ ［N［VSW1 kak−i］＋［VSW2 sugi−jar−i］］＝zja.
書き過ぎなさりだ
c．*｛次郎／ごぼさま｝＝わ ［N［VSW1 kak−jar−i］＋［VSW2 sugi−jar−i］］＝zja.
書き過ぎなさりだ





なお，（5 c）に示すとおり，−jar− を含む動詞を重ねて，統語的複合動詞（cf. 影山 1993 : Chap. 3）を作ること
もできる8）。
2. 3 −jar− に関する統辞法
本節では，−jar− がどのような動詞接尾辞に接続できるかを観察する。












（i）a．［V［VSW1 kak−i］＋［VSW2 naos−i］＋［VSW3 das−edo］］‘書き直し出すけど’
b．［N［VSW1 age− ］＋［VSW2 sokone− ］＋［VSW3 sugi− ］］＝zja‘上げ損ね過ぎだ’
８）−jar− を含む動詞と −jaQsar− を含む動詞でも統語的複合動詞を作ることができる。
（ii）a．｛#次郎／ごぼさま｝＝が ［V［V1 kak−jar−i］＋［V2 das−jaQsar−edo］］
書き出しなさるけど
b．｛#次郎／ごぼさま｝＝わ ［V［V1 kak−jar−i］＋［V2 sugi−jaQsar−edo］］
書き過ぎなさるけど
９）清瀬（1971）に倣い，融合形式を生じさせる接尾辞は，初頭音を大文字で表記する。




（iii）k 語幹，g 語幹，s 語幹に後接する際，なぜ /i/（いわゆるイ音便；e.g. kaitor−u‘書いてる’，koidor−u‘漕いでる’，
oitor−u）‘押してる’）が生じるのか。
よって，本稿では，東京方言の −（i）Te− などのように，連結母音（i）を持つ −（i）Tor− と見なす（−（i）Tar− なども同様）。
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f．−（i）taA−‘～した（い）’〈形容詞語幹化〉
2. 3. 1. 1 −（s）as−，−（s）ase− との接続













（10 b）では〈対等〉で，（10 c）では〈目上〉である。したがって，前者の −jar− は −jar1− で，後者のそれは −jar2−
である。（10 a）では〈目上〉でも〈対等〉でも良いことから，この例の −jar− は −jar1− とも −jar2− とも取れる。
（10 b）の −（s）aQs− は −jar− が後接する場合にしか観察されないから，おそらくは不規則形式である。次の点を
考慮すると，この形式は −（s）ase− の変異と見るのが妥当に思われる。
（11）a. −jar1−（と考えられる −jar−）は −（s）as− および −（s）aQs− に後接する。
b. −jar2−（と考えられる −jar−）は −（s）as− および −（s）ase− に後接する。
2. 3. 1. 2 −（r）are−，−（i）Tor− との接続










2. 3. 1. 3 −（a）n−，−（i）Tar−，−（a）naNdar−との接続

















2. 3. 1. 4 名詞語幹化






2. 3. 1. 5 形容詞語幹化



































以上の観察から，−jar1− と −jar2− の形式上の違いは次のように纏められる。
（20）−jar− のうち，確実に −jar1− であるもの
a. 動詞語幹複合語の非末尾語に含まれる −jar−（cf.§2.2）。
b. −（s）aQs−jar−（?//−（s）ase−jar−//）の −jar−（cf. §2.3.1.1）。
（21）−jar− のうち，確実に −jar2− であるもの
a 「子音動詞語幹に後接する −ijar−（cf. §2.1）。




不毛な解釈論に陥らないよう，確実に −jar1− に限定して，考察を進める。よって，本節で取り上げる −jar− は，
前掲（20）のものに限られる。
3. 1 待遇度に関して









a．#猫＝が ［V［VSW1 nak−jar1−i］＋［VSW2 tuzuke−tor−u］］．
泣き続けてる




（24）a．あの ごぼさま＝が［V［VSW1 kak−jar1−i］＋［VSW2 das−edo］］
b．あの ごぼさま＝わ［N［VSW1 kak−jar1−i］＋［VSW2 sugi− ］］＝zja.
c．あの ごぼさま＝が age−saQs−jar1−edo
ただし，それが許されるのは，次の条件を同時に満たす場合に限られる。







こぼさま＝が｛ kak−aQsar / #kak ｝−u＝が＝か？
b．［「ごぼさま」は，話し手の発話が聞こえない状況にある］












a．#ごぼさま＝が ［V［VSW1 kak−jar1−i］＋［VSW2 das−edo］］
b．#ごぼさま＝が age−saQs−jar1−edo
−jar1− は，主格尊敬語 −jar2−，−（j）aQsar− のように〈目上〉を表すわけではない。そのため，（29）の発話では
待遇度が足らず，話し手は「ごぼさま」に失礼に思われる。（29）の状況では，次のように −jar2− ないし −（j）aQsar−
を使うのが適切である。
（30）［「ごぼさま」は，話し手の発話が聞こえる状況にある］
a 「ごぼさま＝が［V［VSW1 kak−i］＋［VSW2 das−｛ jar2 / aQsar ｝−edo］］




──話し手と主格の項の関係を表す動詞派生接尾辞。ただし，〈対等〉の −jar1− と〈同上〉の −jar2−
は区別しなければならない。
［副問 1］−jar1− と −jar2− は形式の面から区別できるか（§2）。




•−：接辞（＝附属形式）の境界 •＝：接語（＝附属語）の境界 •// … //：基底形 •＊：文法的に不適格 •#：意味
的に不適格 •A（B）C : AC と ABC は異形態の関係にある •AB or CD：と AB と CD は自由変異の関係 •A｛B｝C：と
AC or ABC に同じ •―A−：形容詞語幹
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略号一覧
•A：形容詞 •N：名詞 •V：動詞 •VSW：動詞語幹語
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